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作
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け
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「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ア
ラ
ズ
」
・
登
場
人
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ナ
カ
ヨ
シ
（
３
５
）

男
性
。
会
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で
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ア
ラ
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Ｍ
７
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カ
プ
セ
ル
怪
獣
ウ
ィ
ン
マ
ム

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ア
ラ
ズ
が
使
役
す
る
カ
プ
セ
ル
怪
獣
。

成
人
男
性
の
膝
丈
く
ら
い
の
身
長
。

エ
リ
カ/

怪
獣
弁
護
士
（
２
８
）

怪
獣
弁
護
士
を
名
乗
る
プ
レ
ド
星
人
。

人
間
の
女
性
の
姿
に
擬
態
し
て
い
る
。

ト
シ
ヒ
ト
（
５
６
）

地
球
防
衛
軍
日
本
本
部
長
官
。

ミ
ラ
イ
（
１
４
）

女
性
。
地
球
防
衛
軍
超
兵
器
計
画
テ
ス
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
。

ク
ロ
ー
ン
人
間
。

タ
イ
パ
ー
（
２
８
）

男
性
。
地
球
防
衛
軍
の
優
秀
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
。
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街
　
駅
の
改
札
近
く
　
夜
　
外

会
社
帰
り
の
ナ
カ
ヨ
シ
。
最
寄
り
駅
の
改
札
を
出
た
と
こ
ろ
。

貼
り
紙
を
見
る
。
「
怪
獣
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
　
見
か
け
た
ら
通
報

を
　
非
営
利
法
人
怪
獣
保
護
連
盟
　
（
連
絡
先
）
」

ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
、
写
真
を
撮
る
。
以
後
、
し
ば
ら
く
手
に
ス
マ
ホ

を
持
っ
た
ま
ま
。

人
々
の
ざ
わ
め
き
「
怪
獣
だ
！
」
「
逃
が
す
な
！
」
「
そ
っ
ち
行
っ
た

ぞ
！
」
「
殺
せ
！
」

ナ
カ
ヨ
シ
が
野
次
馬
的
に
見
に
行
く
と
、
常
軌
を
逸
し
た
テ
ン
シ
ョ
ン

の
人
々
が
、
バ
ッ
ト
や
バ
ー
ル
、
ハ
ン
マ
ー
と
い
っ
た
武
器
を
持
っ
て

小
さ
な
生
き
物
（
ミ
ニ
カ
プ
セ
ル
怪
獣
ウ
ィ
ン
マ
ム
）
を
囲
ん
で
い
る
。

ナ
カ
ヨ
シ
、
一
度
は
帰
り
か
け
る
が
、
難
し
い
顔
で
し
ば
ら
く
歩
い
た

あ
と
戻
っ
て
く
る
。

ナ
カ
ヨ
シ
、
深
呼
吸
し
、
群
衆
と
ウ
ィ
ン
マ
ム
と
の
間
に
割
っ
て
入
る
。

こ
の
時
、
一
瞬
遅
れ
て
ほ
ぼ
同
時
に
同
じ
行
動
を
取
ろ
う
と
し
た
ら
し

い
女
性
が
映
る
が
、
女
性
は
ナ
カ
ヨ
シ
の
動
き
を
見
て
行
動
を
中
止
し
、

群
衆
か
ら
離
れ
て
推
移
を
見
守
り
始
め
る
。

ナ
カ
ヨ
シ
（
３
５
）
「
皆
さ
ん
、
盛
り
上
が
っ
て
ま
す
ね
。
皆
さ
ん
の
平
和
を
思
う
心
意
気
、
こ
の

ナ
カ
ヨ
シ
、
た
い
へ
ん
感
動
し
ま
し
た
。
確
か
に
こ
の
生
き
物
、
い
か
に
も
怪
し

い
。
侵
略
者
の
尖
兵
か
も
し
れ
な
い
し
、
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
島
の
妖
精
か
も
し
れ
な

い
。
ど
う
で
し
ょ
う
こ
こ
は
ひ
と
つ
、
こ
い
つ
を
私
に
預
け
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。
」

群
衆

「
何
だ
お
前
は
！
」
「
危
険
な
怪
獣
は
す
ぐ
始
末
す
る
べ
き
だ
！
」

ナ
カ
ヨ
シ

「
私
が
責
任
持
っ
て
こ
い
つ
を
し
か
る
べ
き
機
関
に
調
査
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

届
け
出
ま
す
か
ら
、
こ
こ
は
解
散
し
よ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
ん
な
時
間
で

す
し
、
み
な
さ
ん
見
た
い
ア
ニ
メ
と
か
あ
る
で
し
ょ
う
。
今
日
の
金
曜
ロ
ー
ド
シ

ョ
ー
は
ラ
ピ
ュ
タ
だ
か
ら
バ
ル
ス
Ｔ
Ｌ
に
備
え
て
…
」

群
衆

「
わ
か
っ
た
ぞ
！
　
こ
い
つ
が
侵
略
者
の
宇
宙
人
だ
！
」
「
侵
略
者
め
！
　
正
体

を
現
せ
！
」
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ナ
カ
ヨ
シ

「
宇
宙
人
。
そ
、
う
で
す
ね
。
そ
う
、
何
を
隠
そ
う
こ
の
私
こ
そ
Ｍ
７
８
星
雲
か

ら
や
っ
て
き
た
…
」

群
衆

「
吐
い
た
ぞ
！
」
「
宇
宙
人
だ
！
」
「
侵
略
者
だ
！
」
「
地
球
は
渡
さ
ね
え
！
」

「
平
和
を
守
れ
！
」

手
に
持
っ
た
獲
物
で
ナ
カ
ヨ
シ
に
襲
い
か
か
る
群
衆
。
惨
殺
さ
れ
る
ナ

カ
ヨ
シ
。

血
ま
み
れ
に
な
っ
て
地
面
に
伏
す
ナ
カ
ヨ
シ
。
そ
ば
に
は
同
じ
く
ぐ
っ

た
り
と
倒
れ
た
ウ
ィ
ン
マ
ム
。

群
衆

「
は
ぁ
　
は
ぁ
　
ざ
ま
あ
み
ろ
　
侵
略
者
め
…
」
「
お
い
…
　
こ
い
つ
本
当
に

…
？
」
「
血
が
赤
い
ぜ
…
」
「
知
る
か
。
本
人
が
そ
う
認
め
た
ん
だ
。
平
和
の
た

め
の
正
当
な
戦
い
だ
。
」

群
衆
、
ナ
カ
ヨ
シ
と
ウ
ィ
ン
マ
ム
の
死
体
を
路
地
裏
に
引
き
ず
っ
て
い

く
。

散
る
群
衆
。

2
.

路
地
裏
　
夜
　
外

一
部
始
終
を
見
て
い
た
様
子
の
女
性
。
ナ
カ
ヨ
シ
に
近
づ
こ
う
と
す
る
。

そ
の
と
き
、
ウ
ィ
ン
マ
ム
が
目
を
覚
ま
し
、
起
き
上
が
る
。
死
ん
だ
ふ

り
だ
っ
た
の
だ
。

女
性
は
再
度
隠
れ
、
事
態
の
推
移
を
見
守
る
。

し
く
し
く
と
泣
く
ウ
ィ
ン
マ
ム
。

ウ
ィ
ン
マ
ム
の
額
の
発
光
部
か
ら
ナ
カ
ヨ
シ
に
対
し
て
ビ
ー
ム
（
リ
ラ

イ
ブ
光
線
）
が
照
射
さ
れ
る
。
ウ
ィ
ン
マ
ム
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ナ
カ
ヨ

シ
に
注
入
し
て
い
る
の
だ
。

ナ
カ
ヨ
シ
が
手
に
握
り
し
め
て
い
る
ス
マ
ホ
の
画
面
が
点
灯
し
、
充
電

中
表
示
に
な
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
の
残
量
が
３
％
だ
っ
た
の
が
２
秒
ほ
ど

で1

１
０
０
％
ま
で
上
昇
す
る
。

し
か
し
ナ
カ
ヨ
シ
は
生
き
返
ら
な
い
。
ウ
ィ
ン
マ
ム
は
泣
き
続
け
る
。

ウ
ィ
ン
マ
ム
の
胸
部
に
つ
い
た
カ
プ
セ
ル
が
開
き
、
光
が
漏
れ
る
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
現
れ
、
ナ
カ
ヨ
シ
に
語
り
か
け
る
。
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ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

「
地
球
人
よ
…
　
す
ま
な
い
…
　
私
の
せ
い
で
君
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
…
　
私

は
Ｍ
７
８
星
雲
か
ら
来
た
者
。
地
球
人
の
肉
体
に
間
借
り
し
な
く
て
は
地
球
上
で

は
満
足
に
活
動
で
き
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
カ
プ
セ
ル
怪
獣
ウ
ィ
ン
マ
ム
を
使
い
、

私
と
波
長
の
合
う
人
間
を
探
し
て
い
た
の
だ
が
、
不
幸
な
形
で
君
を
巻
き
込
ん
で

し
ま
っ
た
。

さ
い
わ
い
、
君
と
私
と
は
精
神
の
波
長
が
合
う
。
ウ
ィ
ン
マ
ム
を
か
ば
っ
て
く
れ

た
こ
と
、
感
謝
す
る
。
私
の
命
を
共
有
し
よ
う
。
願
わ
く
ば
共
に
…
　
虐
げ
ら
れ

た
者
達
の
守
護
者
に
な
ろ
う
で
は
な
い
か
…
」

光
り
に
包
ま
れ
る
ナ
カ
ヨ
シ
。
息
を
吹
き
返
す
。
「
ウ
ル
…
　
ト
ラ
…

マ
ン
…
」
と
つ
ぶ
や
く
が
、
気
絶
し
た
ま
ま
。

見
守
っ
て
い
た
女
性
が
近
づ
く
。

3
.

怪
獣
保
護
組
織
の
医
務
室
　
午
前
　
内

目
を
覚
ま
す
ナ
カ
ヨ
シ
。

そ
ば
に
は
ウ
ィ
ン
マ
ム
が
い
て
、
ナ
カ
ヨ
シ
が
目
を
覚
ま
し
て
喜
ぶ
。

ナ
カ
ヨ
シ

「
き
み
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
て
大
丈
夫
な
の
か
。
ま
た
見
つ
か
る
ぞ
。
」

ナ
カ
ヨ
シ
、
す
ぐ
そ
ば
に
座
っ
て
い
る
女
性
に
気
づ
く
。

エ
リ
カ
（
２
８
）

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
呼
ば
わ
り
さ
れ
た
こ
こ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。
」

ナ
カ
ヨ
シ

「
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
島
か
も
し
れ
な
い
。
」

エ
リ
カ

「
こ
こ
は
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
島
。
嘘
よ
。
こ
こ
は
非
営
利
法
人
怪
獣
保
護
連
盟
新
百

合
ヶ
丘
支
部
の
医
務
室
。
私
は
誰
で
し
ょ
う
。
」

ナ
カ
ヨ
シ

「
宇
宙
人
に
魂
を
売
っ
た
科
学
者
の
娘
。
名
前
は
マ
フ
ネ
…
」

エ
リ
カ

「
カ
ツ
ラ
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
私
は
怪
獣
保
護
連
盟
の
活
動
員
。
エ
リ
カ
。
あ
な

た
が
そ
の
怪
獣
を
か
ば
う
一
部
始
終
を
目
撃
し
、
興
味
を
持
っ
た
。
」

ナ
カ
ヨ
シ

「
（
ベ
ッ
ド
に
登
っ
て
き
た
ウ
ィ
ン
マ
ム
を
抱
き
な
が
ら
）
あ
れ
は
ひ
ど
い
目
に

会
っ
た
ね
。
実
際
死
ぬ
か
と
思
っ
た
。
」

エ
リ
カ

「
あ
な
た
は
あ
の
時
比
喩
で
は
な
く
死
ん
で
い
る
。
」

ナ
カ
ヨ
シ

「
す
る
と
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
救
わ
れ
た
の
は
脳
の
損
傷
が
も
た
ら
し
た
幻
想
で

は
な
く
真
実
だ
っ
た
の
か
な
。
」
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エ
リ
カ

「
脳
の
損
傷
に
つ
い
て
は
調
べ
て
み
な
く
て
は
判
ら
な
い
。
け
ど
、
あ
の
時
起
き

た
不
思
議
な
現
象
、
や
は
り
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
関
係
し
て
い
る
の
？
」

ナ
カ
ヨ
シ

「
き
っ
と
変
身
ア
イ
テ
ム
を
手
に
握
ら
さ
れ
て
い
た
と
思
う
の
だ
が
。
ス
マ
ホ
的

な
も
の
か
、
カ
ー
ド
デ
ッ
キ
か
何
か
。
見
な
か
っ
た
か
い
？
」

エ
リ
カ
の
ス
マ
ホ
の
ア
ラ
ー
ム
音
が
鳴
る
。
ス
マ
ホ
を
確
認
す
る
エ
リ

カ
。

エ
リ
カ

「
怪
獣
が
出
現
し
た
そ
う
よ
。
あ
な
た
、
興
味
が
あ
る
の
で
は
？
」

ナ
カ
ヨ
シ
が
す
で
に
い
な
い
。
部
屋
の
入
口
の
ド
ア
が
開
い
て
い
る
。

4
.

道
路
　
午
前
　
外

ナ
カ
ヨ
シ
が
走
っ
て
い
る
。
ウ
ィ
ン
マ
ム
が
衣
服
の
裾
に
つ
か
ま
っ
て

い
る
。

目
が
発
光
し
て
い
る
。
肉
体
の
操
作
権
を
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
握
っ
て
い

る
。

ナ
カ
ヨ
シ
、
光
り
に
包
ま
れ
る
。

ナ
カ
ヨ
シ
の
一
人
称
視
点
。
カ
メ
ラ
の
高
さ
が
ぐ
ん
ぐ
ん
上
が
っ
て
い

く
。

６
０
メ
ー
ト
ル
付
近
で
一
度
横
を
見
る
。
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
な
ど
６
０
メ

ー
ト
ル
の
身
長
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
人
工
物
が
視
界
に
入
る
。

さ
ら
に
空
を
見
上
げ
、
カ
メ
ラ
の
位
置
が
上
が
っ
て
い
く
。
離
陸
し
た

の
だ
。

カ
メ
ラ
が
切
り
替
わ
り
空
を
飛
ぶ
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
映
る
。

飛
ん
で
行
く
。

5
.

郊
外
　
里
山
部
と
市
街
地
と
の
境
界
近
く
　
午
前
　
外

空
か
ら
青
く
冷
た
く
光
る
球
体
が
飛
ん
で
来
る
。

着
地
す
る
と
、
怪
獣
の
姿
に
な
る
。
冷
凍
星
獣
。

周
囲
を
見
回
し
、
悲
し
そ
う
な
叫
び
を
上
げ
、
し
ば
ら
く
佇
む
。

そ
し
て
、
市
街
へ
向
け
て
歩
き
出
す
。

いしいたける「ウルトラマンアラズ」 5



そ
こ
に
、
市
街
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
よ
う
に
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
着
地

す
る
。

睨
み
合
う
と
い
う
よ
り
、
見
つ
め
合
う
よ
う
に
し
ば
ら
く
お
互
い
動
か

な
い
。

両
者
と
も
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ポ
ー
ズ
は
取
ら
な
い
。

冷
凍
星
獣
の
心
境
：
あ
な
た
に
は
恨
み
は
な
い
が
邪
魔
を
す
る
な
ら
断

固
と
し
た
対
応
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
で
き
れ
ば
そ
れ
は
避
け
た

い
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
心
境
：
君
に
恨
み
は
な
い
が
む
や
み
な
殺
生
を
す
る

な
ら
断
固
と
し
た
対
応
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
で
き
れ
ば
そ
れ
は

避
け
た
い
。

飛
行
機
が
飛
ん
で
き
て
、
周
囲
を
巡
回
し
始
め
る
。
地
球
防
衛
軍
の
主

力
戦
闘
機
ビ
ー
ト
ル
パ
ワ
ー
ド
。

6
.

地
球
防
衛
軍
日
本
本
部
司
令
室
　
午
前
９
時
半
　
内

地
球
防
衛
軍
長
官
ト
シ
ヒ
ト
が
モ
ニ
タ
を
見
て
い
る
。

側
近
の
テ
ス
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
ミ
ラ
イ
が
側
に
控
え
て
い
る
。

地
球
防
衛
軍
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

「
怪
獣
に
続
き
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ら
し
き

巨
人
出
現
。
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
個
体
で
す
。
」

ト
シ
ヒ
ト
（
５
６
）
「
ビ
ー
ト
ル
パ
ワ
ー
ド
は
カ
メ
ラ
ド
ロ
ー
ン
を
展
開
後
、
周
囲
の
警
戒
を
継
続
。

情
報
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
報
告
せ
よ
。

監
視
衛
星
を
現
場
上
空
に
移
動
。
移
動
完
了
予
定
時
刻
を
報
告
せ
よ
。

ビ
ー
ト
ル
グ
レ
ー
ト
は
発
進
準
備
を
整
え
た
ま
ま
待
機
。

周
囲
の
住
民
の
避
難
誘
導
を
開
始
せ
よ
。

ミ
ラ
イ
。
」

ミ
ラ
イ
（
１
４
）

「
は
っ
。
」

ト
シ
ヒ
ト

「
君
も
出
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
け
。
最
大
限
の
戦
力
の
投
入
が
必
要
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

（
整
備
ス
タ
ッ
フ
と
つ
な
が
っ
た
モ
ニ
タ
に
向
か
っ
て
）
地
球
上
戦
闘
用
装
備
に

は
換
装
済
み
だ
な
？

いしいたける「ウルトラマンアラズ」 6



有
人
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
乗
組
員
、
ミ
ラ
イ
。
」

ミ
ラ
イ

「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
」

ト
シ
ヒ
ト

「
も
ち
ろ
ん
、
実
戦
デ
ー
タ
を
取
り
た
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
出
番
が
あ
る

と
し
た
ら
第
一
の
目
標
は
出
現
怪
獣
の
抹
殺
で
あ
る
。
地
球
の
平
和
を
守
る
重
い

役
目
だ
。
最
善
を
尽
く
し
て
欲
し
い
。
」

ミ
ラ
イ

「
光
栄
で
す
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

長
官
。
あ
の
巨
人
は
や
は
り
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
な
の
で
し
ょ
う
か
。
」

ト
シ
ヒ
ト

「
現
状
で
は
判
断
し
か
ね
る
が
そ
の
可
能
性
は
高
い
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
で
あ
る
な
ら
人
類
の
味
方
だ
。
我
々
の
役
目
は
援
護
、
も
し
く
は

彼
の
邪
魔
を
し
な
い
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
」

ミ
ラ
イ

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
こ
の
目
で
見
ら
れ
る
な
ん
て
、
感
激
で
す
。

も
し
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
ピ
ン
チ
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
出
撃
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
と
も
に
戦
い
た
い
の
で
す
。
」

ト
シ
ヒ
ト

「
対
応
は
臨
機
応
変
に
行
う
。
共
闘
の
可
能
性
も
あ
り
え
る
だ
ろ
う
。

準
備
に
掛
か
れ
。
」

ミ
ラ
イ

「
は
っ
。
」

7
.

郊
外
　
冷
凍
星
獣
と
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
の
シ
ー
ン
再
び
　
午
前
　
外

ビ
ー
ト
ル
の
他
に
多
数
の
ド
ロ
ー
ン
が
周
囲
を
飛
ん
で
い
る
。

冷
凍
星
獣
が
市
街
に
向
け
て
歩
き
出
す
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
は
冷
凍
星
獣
に
向
き
合
っ
た
ま
ま
後
ず
さ
り
で
と
も
に

移
動
す
る
。

市
街
の
す
ぐ
近
く
ま
で
来
た
時
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
は
冷
凍
星
獣
が
こ
れ

以
上
進
ま
な
い
よ
う
に
お
さ
え
る
。

市
街
の
一
番
外
側
の
建
物
は
市
立
病
院
。

冷
凍
星
獣
と
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
で
押
し
合
い
へ
し
合
い
。

冷
凍
星
獣
が
手
や
く
ち
ば
し
で
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
攻
撃
す
る
。
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
は
防
御
し
た
り
し
て
耐
え
る
。
反
撃
は
し
な
い
。
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冷
凍
星
獣
が
一
度
離
れ
る
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
冷
凍
星
獣
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ポ

ー
ズ
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ポ
ー
ズ
は
釈
迦
如
来
の
よ
う
な
独

特
の
型
。
相
対
す
る
相
手
の
恐
怖
を
取
り
除
き
怒
り
を
和
ら
げ
よ
う
と

す
る
か
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
な
印
象
。

冷
凍
星
獣
が
口
か
ら
冷
凍
ビ
ー
ム
を
吐
く
。
ク
ロ
ス
さ
せ
た
両
腕
で
受

け
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
。
先
腕
が
凍
り
つ
く
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
腕
に
集
中
さ
せ
、
発
熱
し
、
氷
を
溶

か
す
。

冷
凍
星
獣
、
今
度
は
溜
め
を
作
っ
て
、
大
出
力
ビ
ー
ム
を
横
薙
ぎ
に
放

つ
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
、
背
に
か
ば
っ
て
い
た
建
物
そ
れ
ぞ
れ
に
背
を
向
け
た

ま
ま
素
早
く
「
一
握
り
の
光
」
的
な
も
の
を
投
げ
て
よ
こ
す
。
そ
し
て

自
ら
の
体
で
病
院
を
か
ば
う
。

光
に
包
ま
れ
る
建
物
群
。
こ
れ
は
こ
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
得
意
技
「
ウ

ル
ト
ラ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
よ
る
表
面
バ
リ
ア
で
あ
る
。

横
薙
ぎ
に
発
射
さ
れ
た
ビ
ー
ム
は
、
建
物
の
バ
リ
ア
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

当
た
っ
た
分
は
上
空
に
跳
ね
返
さ
れ
て
飛
ん
で
行
く
。
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

に
当
た
っ
た
分
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
体
の
一
部
を
凍
ら
せ
る
。

跳
ね
返
さ
れ
た
光
線
の
描
写
。
空
中
の
ド
ロ
ー
ン
を
次
々
に
凍
り
つ
か

せ
落
下
さ
せ
て
い
く
。

さ
ら
に
冷
凍
光
線
が
ビ
ー
ト
ル
に
直
撃
！
と
思
わ
せ
て
、
一
瞬
素
早
く

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
よ
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
バ
リ
ア
の
光
が
届
き
、
光
線
か

ら
ビ
ー
ト
ル
を
守
る
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
は
膝
を
つ
く
。
気
合
を
入
れ
て
再
度
自
分
の
凍
結
部
分

を
溶
か
し
、
立
ち
上
が
る
。

雄
叫
び
を
上
げ
る
冷
凍
星
獣
。

更
に
大
出
力
の
ビ
ー
ム
を
放
つ
べ
く
、
力
の
溜
め
に
入
る
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
、
冷
凍
星
銃
に
組
み
付
き
、
市
街
と
反
対
側
へ
投
げ
飛

ば
す
。

冷
凍
星
獣
は
仰
向
け
に
な
る
。
上
空
に
放
た
れ
る
冷
凍
光
線
。
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地
面
で
暴
れ
る
冷
凍
星
獣
。

押
さ
え
つ
け
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
。

冷
凍
星
獣
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
は
ね
の
け
て
起
き
上
が
る
。

市
街
に
突
進
す
る
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
後
ろ
か
ら
組
み
付
く
。
冷
凍
星
獣
は
暴
れ
て
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
を
跳
ね
飛
ば
す
。

冷
凍
星
獣
が
病
院
を
殴
り
つ
け
る
。
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
病
院
を
守
る
が

徐
々
に
薄
く
な
っ
て
い
く
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
、
後
ろ
か
ら
冷
凍
星
獣
に
再
度
組
み
付
き
、
建
物
の
な

い
方
へ
再
び
投
げ
飛
ば
す
。

起
き
上
が
り
、
怒
り
狂
っ
た
様
子
の
冷
凍
星
獣
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
、
し
ば
ら
く
直
立
不
動
で
冷
凍
星
獣
を
見
つ
め
る
。

冷
凍
星
獣
が
突
進
し
始
め
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
は
バ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ
ズ
マ
（
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
グ
レ
ー
ト
の
必
殺
技
）
の
チ
ャ
ー
ジ
を
開
始
す
る
。

両
手
の
間
で
ス
パ
ー
ク
が
発
生
し
、
光
弾
を
発
射
す
る
モ
ー
シ
ョ
ン
に

入
る
。

す
る
と
、
一
人
乗
り
サ
イ
ズ
の
円
盤
の
上
に
乗
っ
た
人
間
大
の
異
星
人

が
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
冷
凍
星
獣
と
の
間
に
飛
び
出
し
、
怪
獣
を
か
ば
う

よ
う
に
立
ち
は
だ
か
る
。

バ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ
ズ
マ
発
射
の
モ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
さ
に
解
く
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
。

怪
獣
も
急
ブ
レ
ー
キ
で
止
ま
る
。

怪
獣
弁
護
士

「
（
テ
レ
パ
シ
ー
を
併
用
し
て
い
る
か
ら
セ
リ
フ
が
よ
く
聞
こ
え
る
）

私
は
プ
レ
ド
星
人
。
人
呼
ん
で
怪
獣
弁
護
士
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
よ
。
こ
の
怪
獣
を
殺
す
前
に
、
彼
の
言
い
分
を
聞
い
て
あ
げ
た
ら

ど
う
だ
。

い
や
、
君
は
そ
れ
を
知
り
た
が
っ
て
い
る
。
君
は
怪
獣
を
殺
し
た
く
な
い
と
感
じ

つ
つ
、
人
間
を
守
る
た
め
に
殺
戮
の
引
き
金
を
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
悲
壮
な
決

断
を
し
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
葛
藤
に
、
私
は
興
味
を
抱
い
て
い
る
。
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な
の
で
、
私
が
テ
レ
パ
シ
ー
で
読
み
取
っ
た
こ
の
怪
獣
の
事
情
を
教
え
て
あ
げ
よ

う
。
」

8
.

冷
凍
惑
星
　
回
想
シ
ー
ン

怪
獣
弁
護
士

「
（
冷
凍
星
の
映
像
）
こ
の
怪
獣
は
故
郷
の
星
で
両
親
と
と
も
に
平
和
に
暮
ら
し

て
い
た
。

だ
が
あ
る
日
、
宇
宙
か
ら
殺
戮
機
械
が
や
っ
て
来
て
、
両
親
が
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

こ
の
殺
戮
機
械
こ
そ
、
地
球
防
衛
軍
が
開
発
中
の
星
間
自
動
巡
回
平
和
維
持
マ
シ

ー
ン
、
超
兵
器
だ
。
宇
宙
で
の
自
動
運
転
及
び
平
和
維
持
活
動
実
験
の
最
中
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
バ
グ
に
よ
り
暴
走
し
、
現
地
の
生
物
を
殺
戮
。

殺
戮
機
械
の
兵
器
と
彼
の
故
郷
の
惑
星
の
磁
力
と
が
合
わ
さ
り
特
殊
な
電
磁
波
が

発
生
し
、
彼
の
体
は
変
異
し
強
大
化
、
星
間
飛
行
能
力
を
得
る
。

そ
う
。
彼
を
化
物
に
し
た
の
は
地
球
人
。
そ
し
て
、
彼
が
地
球
に
来
た
理
由
は
愛

す
る
両
親
を
奪
っ
た
地
球
人
へ
の
復
讐
な
の
だ
。
」

9
.

地
球
防
衛
軍
日
本
本
部
司
令
室
　
昼
　
内

オ
ペ
レ
ー
タ
ー

「
怪
獣
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ら
し
き
巨
人
、
と
も
に
飛
行
に
て
移
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
方
角
は
北
東
方
面
。
」

ト
シ
ヒ
ト

「
予
測
さ
れ
る
目
的
地
を
算
出
せ
よ
。
進
路
方
向
直
線
上
に
あ
る
重
要
施
設
の
リ

ス
ト
で
構
わ
な
い
。
」

オ
ペ
レ
ー
タ
ー

「
進
路
予
測
出
ま
し
た
。
地
球
防
衛
軍
日
本
本
部
基
地
。
こ
こ
で
す
。
」

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
の
メ
イ
ン
モ
ニ
タ
ー
の
映
像
が
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
、
怪
獣

弁
護
士
が
映
る
。
ウ
ィ
ン
マ
ム
を
抱
き
か
か
え
て
い
る
。

怪
獣
弁
護
士

「
（
小
型
円
盤
の
室
内
＝
一
人
用
の
カ
プ
セ
ル
的
な
狭
い
空
間
）
地
球
防
衛
軍
日

本
本
部
長
官
・
ト
シ
ヒ
ト
に
告
ぐ
。
我
々
は
あ
な
た
と
交
渉
し
た
い
。
応
答
せ

よ
。
」

ト
シ
ヒ
ト

「
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
。
こ
の
放
送
の
主
と
交
信
で
き
る
回
線
は
存
在
す
る
か
。
」
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怪
獣
弁
護
士

「
テ
レ
パ
シ
ー
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
口
頭
で
話
し
て
く
れ

て
構
わ
な
い
。
」

ト
シ
ヒ
ト

「
君
は
何
者
だ
。
」

怪
獣
弁
護
士

「
私
は
怪
獣
弁
護
士
。
」

ト
シ
ヒ
ト

「
君
の
言
う
『
我
々
』
の
示
す
範
囲
を
説
明
せ
よ
。
」

怪
獣
弁
護
士

「
我
々
と
は
私
の
他
に
、
現
在
行
動
を
と
も
に
し
て
い
る
（
カ
メ
ラ
が
左
右
に
パ

ン
し
、
小
窓
の
外
に
見
え
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
冷
凍
星
獣
人
を
映
す
）
、
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
と
怪
獣
を
指
す
。
」

ト
シ
ヒ
ト

「
交
渉
と
い
っ
た
が
そ
ち
ら
の
要
求
は
な
ん
だ
。
」

怪
獣
弁
護
士

「
こ
の
怪
獣
は
君
た
ち
が
先
日
自
律
型
兵
器
の
実
験
を
行
っ
た
冷
凍
惑
星
の
出
身

で
あ
る
。
実
験
中
に
起
き
た
兵
器
の
暴
走
に
よ
り
両
親
を
殺
さ
れ
て
い
る
。
身
に

覚
え
が
あ
る
か
。
」

ト
シ
ヒ
ト

「
あ
る
。
」

怪
獣
弁
護
士

「
彼
の
来
訪
の
目
的
は
復
讐
で
あ
る
。
彼
の
当
初
の
望
み
は
地
球
人
類
の
絶
滅
に

あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
居
合
わ
せ
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
説
得
に
よ
り
、
妥
協
点
が
見

出
さ
れ
た
。

冷
凍
惑
星
で
実
際
に
事
故
を
起
こ
し
た
兵
器
を
差
し
出
し
、
彼
に
破
壊
さ
せ
よ
。

そ
う
す
れ
ば
人
命
を
奪
う
こ
と
な
く
復
讐
の
完
遂
と
し
、
地
球
を
去
る
と
約
束
す

る
そ
う
だ
。
返
答
を
問
う
。
」

ト
シ
ヒ
ト

「
私
の
一
存
で
は
決
め
ら
れ
な
い
。
一
時
間
く
れ
。
」

怪
獣
弁
護
士

「
で
は
一
時
間
後
に
再
度
テ
レ
パ
シ
ー
で
ア
ク
セ
ス
す
る
。
我
々
は
そ
ち
ら
の
基

地
に
向
か
っ
て
い
る
。
到
着
し
た
ら
敷
地
内
で
待
機
す
る
。
よ
ろ
し
い
な
。
」

ト
シ
ヒ
ト

「
了
承
し
た
。
」

1
0
.

同
　
昼
　
外

広
大
な
敷
地
に
本
部
ビ
ル
と
周
辺
施
設
が
建
つ
。

ナ
カ
ヨ
シ
、
エ
リ
カ
、
ウ
ィ
ン
マ
ム
、
冷
凍
星
獣
が
佇
ん
で
い
る
。

周
囲
を
戦
闘
車
両
、
歩
兵
部
隊
、
軍
用
飛
行
機
が
取
り
囲
ん
で
い
る
。
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ナ
カ
ヨ
シ

「
（
ウ
ィ
ン
マ
ム
と
た
わ
む
れ
な
が
ら
）
怪
獣
弁
護
士
は
あ
な
た
だ
っ
た
ん
だ

ね
。
」

エ
リ
カ

「
（
ウ
ィ
ン
マ
ム
を
ナ
カ
ヨ
シ
か
ら
奪
っ
て
抱
っ
こ
す
る
）
私
の
本
来
の
任
務
は

異
文
明
の
観
測
。
怪
獣
弁
護
活
動
は
趣
味
だ
。
あ
な
た
は
正
体
晒
し
て
も
い
い
の

か
？
」

ナ
カ
ヨ
シ

「
良
心
に
照
ら
し
て
恥
じ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
な
い
つ
も
り
だ
。
ツ
イ
ッ
タ
ー

も
実
名
で
や
っ
て
る
し
。
」

格
納
庫
か
ら
超
兵
器
一
号
が
輸
送
車
に
乗
せ
ら
れ
て
出
て
く
る
。
怪
獣

の
前
に
移
動
し
、
輸
送
車
か
ら
降
ろ
さ
れ
、
直
立
の
姿
勢
に
な
る
。

エ
リ
カ
が
怪
獣
弁
護
士
に
変
身
す
る
。

怪
獣
弁
護
士

「
（
テ
レ
パ
シ
ー
で
）
ト
シ
ヒ
ト
長
官
。
返
答
は
い
か
に
。
」

超
兵
器
、
お
よ
び
周
囲
の
軍
事
力
が
冷
凍
怪
獣
に
向
か
っ
て
一
斉
攻
撃

を
す
る
。

一
瞬
で
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
変
身
し
た
ナ
カ
ヨ
シ
が
盾
と
な
り
、
冷
凍
怪

獣
へ
の
攻
撃
の
主
要
な
部
分
を
そ
の
身
に
受
け
る
。
と
っ
さ
の
こ
と
だ

っ
た
の
ウ
ル
ト
ラ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
放
つ
余
裕
が
な
か
っ
た
の
だ
。

倒
れ
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
。

怪
獣
弁
護
士
に
抱
か
れ
た
ウ
ィ
ン
マ
ム
が
泣
き
な
が
ら
お
ろ
お
ろ
す
る
。

構
え
る
冷
凍
怪
獣
。

1
1
.

同
　
司
令
室
　
昼
　
内

ト
シ
ヒ
ト

「
地
球
防
衛
軍
と
し
て
は
そ
ち
ら
の
要
求
に
は
応
じ
か
ね
る
と
い
う
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。
我
々
の
方
針
は
怪
獣
の
抹
殺
に
よ
る
地
球
人
類
の
安
全
確
保
で
あ
る
。

超
兵
器
の
破
壊
は
地
球
防
衛
計
画
に
大
き
な
遅
れ
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
だ
け
地
球

を
危
機
に
晒
す
。

そ
の
危
険
性
は
受
け
入
れ
か
ね
る
と
い
う
の
が
我
々
の
意
思
だ
。
」
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1
2
.

同
　
昼
　
外

冷
凍
怪
獣
、
超
兵
器
に
腕
を
振
り
下
ろ
し
て
攻
撃
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
超
兵
器
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
し
、
守
る
。

怪
獣
弁
護
士
が
即
座
に
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
視
界
と
同
期
。
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
が
透
視
に
よ
っ
て
超
兵
器
に
人
間
（
ま
だ
誰
な
の
か
は
判
ら
な
い
）

が
乗
っ
て
い
る
の
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

超
兵
器
が
攻
撃
対
象
を
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
変
更
す
る
。

超
兵
器
か
ら
の
攻
撃
に
晒
さ
れ
、
耐
え
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
。
光
弾
を
手

で
弾
い
た
り
な
ど
し
て
い
た
が
流
れ
弾
が
航
空
機
に
当
た
り
そ
う
に
な

り
、
弾
く
の
を
や
め
て
受
け
て
耐
え
る
よ
う
に
変
更
す
る
。

怪
獣
弁
護
士

「
人
間
が
乗
っ
て
い
る
限
り
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
手
を
出
さ
せ
な
い
。

こ
こ
は
私
が
、
一
肌
脱
い
で
や
ろ
う
。
追
加
料
金
を
請
求
せ
ね
ば
な
ら
な
い

な
。
」

怪
獣
弁
護
士
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
視
界
を
頼
り
に
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
位
置

に
見
当
を
つ
け
、
乗
っ
て
い
る
小
型
円
盤
で
飛
ん
で
い
き
、
取
り
付
く
。

コ
ク
ピ
ッ
ト
ハ
ッ
チ
の
開
閉
口
。
ハ
イ
テ
ク
端
末
的
な
も
の
を
か
ざ
し

て
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
ハ
ッ
チ
を
開
け
る
。

超
兵
器
の
内
部
へ
進
入
す
る
怪
獣
弁
護
士
。

1
3
.

超
兵
器
一
号
コ
ク
ピ
ッ
ト
内
部
　
昼
　
内

怪
獣
弁
護
士
が
現
れ
る
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
ミ
ラ
イ
が
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
対
し
て
攻
撃
し
て
い

る
様
子
を
目
撃
す
る
。

ミ
ラ
イ

「
（
目
が
怖
い
。
ブ
ツ
ブ
ツ
と
独
白
）
許
せ
な
い
…
！
　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
み
た
い

な
格
好
し
て
、
騙
す
な
ん
て
！
　
信
じ
て
た
の
に
…
！
」

怪
獣
弁
護
士

「
楽
し
そ
う
な
と
こ
ろ
悪
い
の
だ
け
れ
ど
、
降
り
て
も
ら
い
ま
す
。
忘
れ
物
は
な

い
？
」

怪
獣
弁
護
士
、
ミ
ラ
イ
を
電
磁
ネ
ッ
ト
銃
で
と
ら
え
、
外
に
連
れ
出
す
。

円
盤
で
降
り
る
。

いしいたける「ウルトラマンアラズ」 13



1
4
.

（
も
ど
っ
て
）
地
球
防
衛
軍
日
本
本
部
基
地
　
昼
　
外

超
兵
器
の
攻
撃
が
止
む
。

地
面
に
降
り
る
怪
獣
弁
護
士
と
ミ
ラ
イ
。

ミ
ラ
イ
を
解
放
す
る
。

怪
獣
弁
護
士

「
こ
こ
は
危
険
。
行
き
な
さ
い
。
」

ミ
ラ
イ
、
銃
を
抜
き
怪
獣
弁
護
士
に
突
き
つ
け
る
。
舌
打
ち
し
て
、
本

部
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
駆
け
て
い
く
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
超
兵
器
へ
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
解
く
。

冷
凍
怪
獣
が
超
兵
器
に
攻
撃
。
命
中
し
、
倒
れ
る
超
兵
器
。

1
5
.

同
　
司
令
室
　
昼
　
外

オ
ペ
レ
ー
タ
ー

「
原
因
不
明
で
す
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
コ
ク
ピ
ッ
ト
か
ら
消
失
し
ま
し
た
。
機
体
の

外
に
い
ま
す
。
」

ト
シ
ヒ
ト

「
地
上
部
隊
に
救
出
さ
せ
ろ
。
超
兵
器
は
無
人
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
。
」

オ
ペ
レ
ー
タ
ー

「
無
人
モ
ー
ド
は
先
だ
っ
て
の
暴
走
事
故
も
あ
り
、
運
用
条
件
が
厳
し
く
な
り
ま

し
た
。
長
官
に
直
接
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
。
」

ト
シ
ヒ
ト

「
す
で
に
解
除
済
み
だ
。
」

1
6
.

同
　
昼
　
外

冷
凍
星
獣
が
連
続
で
超
兵
器
を
踏
み
つ
け
て
い
る
。

戦
車
や
攻
撃
機
が
冷
凍
星
獣
や
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
攻
撃
し
て
い
る
。

冷
凍
星
獣
は
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
守
ら
れ
て
い
る
。

砲
撃
で
牽
制
し
な
が
ら
起
き
上
が
る
超
兵
器
。

起
き
上
が
っ
て
か
ら
も
四
方
に
各
種
火
力
を
乱
射
。

退
避
す
る
陸
上
・
空
中
部
隊
。
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砲
撃
の
ひ
と
つ
が
誤
っ
て
基
地
本
部
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
向
か
っ
て
し
ま

うビ
ル
デ
ィ
ン
グ
内
部
、
司
令
室
内
。
警
報
が
鳴
る
。

着
弾
。

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
無
事
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
と
っ
さ
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
掛
け
て
く
れ
て
い
た
の

だ
。

冷
凍
星
獣
が
渾
身
の
パ
ワ
ー
を
込
め
て
冷
凍
光
線
を
超
兵
器
に
発
射
。

凍
り
つ
く
超
兵
器
。

そ
こ
に
腕
の
振
り
下
ろ
し
で
追
撃
。

粉
々
に
な
る
超
兵
器
。

終
わ
っ
た
…
と
達
成
感
を
漂
わ
せ
る
冷
凍
星
獣
と
、
並
び
立
つ
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
。

冷
凍
星
獣
に
掛
け
て
い
た
ウ
ル
ト
ラ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
解
除
さ
れ
る
。

基
地
に
走
っ
て
い
る
途
中
だ
っ
た
ミ
ラ
イ
が
振
り
返
る
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
目
が
合
う
。

ミ
ラ
イ

「
人
類
の
文
明
を
守
ら
な
い
な
ん
て
…
！
　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
じ
ゃ
な
い
！
　
お
前

な
ん
か
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
じ
ゃ
な
い
！
！
」

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
、
ミ
ラ
イ
に
面
と
向
か
い
、
静
か
に
姿
勢
を
正
す
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
声
「
そ
う
だ
。
私
は
Ｍ
７
８
星
雲
、
光
の
国
か
ら
来
た
が
、
宇
宙
警
備
隊
入
隊
試

験
に
落
第
し
た
者
。
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
な
れ
な
か
っ
た
落
第
生
だ
。

だ
か
ら
、
こ
う
名
乗
ろ
う
。
『
ア
ラ
ズ
』
。
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
・
ア
ラ
ズ
と
。
」

ミ
ラ
イ
の
悔
し
そ
う
な
様
子
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ア
ラ
ズ
の
悲
し
そ
う
な
立
ち
姿
。

怪
獣
弁
護
士
が
ウ
ィ
ン
マ
ム
の
頭
を
撫
で
て
い
て
、
ウ
ィ
ン
マ
ム
も
喜

ん
で
い
る
様
子
。

事
件
は
一
件
落
着
と
い
う
雰
囲
気
。

す
る
と
、
ゴ
ゴ
ゴ
と
音
が
し
て
、
地
下
格
納
庫
か
ら
新
た
な
超
兵
器
が

せ
り
上
が
っ
て
く
る
。
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超
兵
器
二
号
登
場
。

1
7
.

同
　
司
令
室
　
昼
　
内

ト
シ
ヒ
ト

「
あ
の
者
達
は
超
兵
器
一
号
の
実
験
中
の
事
故
と
い
う
機
密
情
報
を
知
っ
て
い
る
。

作
戦
目
標
、
機
密
情
報
漏
洩
の
防
止
。

こ
の
機
密
が
外
部
に
漏
れ
た
ら
国
民
や
政
治
家
が
超
兵
器
計
画
の
中
止
を
要
求
す

る
か
も
し
れ
な
い
。

地
球
の
平
和
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。

超
兵
器
二
号
起
動
。
怪
獣
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
・
円
盤
の
異
星
人
を
抹
殺
せ
よ
。

通
常
部
隊
は
距
離
を
お
い
て
待
機
。
流
れ
弾
に
注
意
せ
よ
。
」

1
8
.

同
　
昼
　
外

超
兵
器
二
号
が
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
怪
獣
を
同
時
に
攻
撃
。
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
は
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
怪
獣
に
投
げ
な
が
ら
攻
撃
を
受
け
る
が
あ
ま
り

の
威
力
に
吹
き
飛
ぶ
。
怪
獣
に
施
さ
れ
た
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
強
度
が
薄

く
な
っ
て
お
り
、
超
兵
器
二
号
の
攻
撃
が
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
蹴
散
ら
し

て
怪
獣
を
直
撃
、
吹
き
飛
ば
す
（
死
ん
で
は
い
な
い
）
。

倒
れ
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
顔
を
上
げ
て
透
視
光
線
で
超
兵
器
を
ス
キ
ャ

ン
。
中
央
に
生
体
反
応
。

怪
獣
弁
護
士
が
テ
レ
パ
シ
ー
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
。

怪
獣
弁
護
士

「
ア
ラ
ズ
。
ま
ず
い
ぞ
。
こ
の
兵
器
に
は
操
縦
者
が
乗
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

洗
脳
さ
れ
た
人
間
が
生
体
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
し
て
機
体
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
連

れ
出
す
こ
と
は
不
可
能
だ
。
」

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

「
テ
レ
パ
シ
ー
で
洗
脳
を
解
く
こ
と
は
出
来
な
い
か
。
」

怪
獣
弁
護
士

「
困
難
だ
が
や
っ
て
み
よ
う
。
」
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超
兵
器
二
号
に
よ
る
容
赦
無
い
攻
撃
。
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
は
手
で
弾
い
た

り
ガ
ー
ド
し
た
り
し
て
凌
ぐ
が
倒
さ
れ
る
の
も
時
間
の
問
題
。

怪
獣
弁
護
士
が
テ
レ
パ
シ
ー
で
洗
脳
を
解
こ
う
と
苦
闘
す
る
様
子
。
う

ま
く
い
か
な
い
。

ウ
ィ
ン
マ
ム
が
怪
獣
弁
護
士
に
リ
ラ
イ
ブ
光
線
を
照
射
す
る
。

怪
獣
弁
護
士

「
あ
な
た
…
　
パ
ワ
ー
を
分
け
て
く
れ
る
の
？
　
後
で
円
盤
も
充
電
さ
せ
て
。
」

怪
獣
弁
護
士
が
テ
レ
パ
シ
ー
の
出
力
を
上
げ
る
。

超
兵
器
二
号
の
攻
撃
が
止
む
。

タ
イ
パ
ー
（
２
８
）
「
（
テ
レ
パ
シ
ー
で
怪
獣
弁
護
士
と
回
線
が
つ
な
が
っ
て
い
る
）
俺
は
洗
脳
さ

れ
て
機
械
の
パ
ー
ツ
に
さ
れ
て
い
た
そ
う
だ
な
。
」

怪
獣
弁
護
士

「
地
球
防
衛
軍
所
属
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
タ
イ
パ
ー
隊
員
。
気
の
毒
だ
が
そ
の
マ
シ

ー
ン
か
ら
降
り
る
と
い
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
よ
う
だ
。
」

タ
イ
パ
ー

「
平
和
の
た
め
な
ら
命
も
差
し
出
そ
う
と
い
う
誓
い
を
立
て
た
身
だ
が
流
石
に
こ

れ
は
引
く
な
。
気
に
食
わ
な
い
が
、
こ
の
体
で
生
き
て
い
く
た
め
に
は
軍
の
メ
ン

テ
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
軍
に
従
う
し
か
な
い
。
」

怪
獣
弁
護
士

「
提
案
が
あ
る
。
私
の
星
に
来
な
い
か
。
ア
ニ
メ
は
地
球
の
ほ
う
が
面
白
い
が
科

学
技
術
は
地
球
よ
り
進
ん
で
い
る
。
君
の
体
の
メ
ン
テ
も
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
人

間
に
戻
す
こ
と
す
ら
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
」

タ
イ
パ
ー

「
気
持
ち
の
整
理
は
必
要
だ
が
、
あ
り
が
た
い
申
し
出
だ
と
感
じ
ら
れ
る
。
そ
う

さ
せ
て
も
ら
う
よ
。
ア
ニ
メ
は
録
画
予
約
し
て
お
こ
う
。
」

超
兵
器
二
号
の
目
が
赤
く
光
り
、
甲
高
い
警
告
音
が
鳴
る
。

タ
イ
パ
ー
の
視
界
。
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
数
字
が
表
示
さ
れ
る
。

タ
イ
パ
ー

「
な
ん
だ
こ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
は
！
」

怪
獣
弁
護
士

「
自
爆
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
だ
ろ
う
け
ど
、
地
上
波
で
放
送
中
の
ラ
ピ
ュ
タ
の
バ

ル
ス
の
シ
ー
ン
が
も
う
す
ぐ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
」
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1
9
.

同
　
司
令
室
　
昼
　
内

ト
シ
ヒ
ト

「
全
窓
、
防
護
ハ
ッ
チ
を
閉
じ
ろ
。
」

オ
ペ
レ
ー
タ
ー

「
二
号
兵
器
、
自
爆
ま
で
あ
と
２
０
秒
、
１
９
…
」

ト
シ
ヒ
ト

「
全
員
、
衝
撃
に
備
え
！
」

2
0
.

同
　
昼
　
外

タ
イ
パ
ー

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
、
宇
宙
人
の
ひ
と
、
逃
げ
ろ
。
俺
の
Ｐ
Ｃ
を
探
し
出
し
て
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク
を
念
入
り
に
壊
し
て
お
い
て
く
れ
。
」

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
、
逃
げ
ず
に
何
か
し
よ
う
と
す
る
が
、
有
効
な
手
立
て

が
考
え
つ
か
ず
固
ま
る
。

意
を
決
し
、
怪
獣
弁
護
士
の
円
盤
と
倒
れ
て
い
る
冷
凍
星
獣
と
に
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
施
し
、
自
ら
は
防
衛
軍
本
部
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
か
ば
う
位

置
に
移
動
し
て
大
の
字
の
ポ
ー
ズ
を
取
る
。

怪
獣
弁
護
士
、
達
観
し
た
よ
う
に
タ
イ
パ
ー
を
静
か
に
見
守
る
。

冷
凍
星
獣
が
起
き
上
が
り
、
冷
凍
光
線
を
超
兵
器
二
号
に
発
射
。

自
爆
寸
前
に
凍
結
す
る
こ
と
に
成
功
。
自
爆
を
回
避
す
る
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
怪
獣
に
歩
み
寄
り
、
よ
く
や
っ
た
あ
り
が
と
う
と
い

う
意
味
を
込
め
て
お
辞
儀
す
る
。
冷
凍
星
獣
も
お
辞
儀
す
る
。

怪
獣
弁
護
士

「
（
超
兵
器
二
号
に
）
き
み
を
我
が
故
郷
に
招
待
し
よ
う
。
そ
こ
で
解
凍
し
、
科

学
の
力
で
君
を
救
お
う
。
」

ト
シ
ヒ
ト
が
基
地
か
ら
屋
外
に
出
て
き
て
い
る
。

ミ
ラ
イ
及
び
地
上
部
隊
と
合
流
し
、
地
球
防
衛
軍
の
軍
人
た
ち
み
ん
な

で
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
た
ち
を
見
上
げ
る
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
、
怪
獣
弁
護
士
、
冷
凍
星
獣
、
ウ
ィ
ン
マ
ム
も
彼
ら
を

見
つ
め
返
す
。
地
球
防
衛
軍
一
味
と
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
一
味
と
で
明
確
な

対
立
の
構
図
を
示
す
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
、
冷
凍
超
兵
器
二
号
を
抱
え
る
。

一
味
、
垂
直
に
飛
び
た
っ
て
行
く
。
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ミ
ラ
イ

「
絶
対
に
許
さ
な
い
。
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
汚
す
ま
が
い
も
の
…
」

ト
シ
ヒ
ト

「
超
兵
器
計
画
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。
地
球
の
平
和
を
守
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
と
も
に
歩
ん
で
い
こ
う
、
ミ
ラ
イ
。
」

ミ
ラ
イ

「
は
い
、
長
官
。
い
つ
か
リ
ベ
ン
ジ
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。
正
義
が
勝
利
す
る
そ

の
日
ま
で
。
」

地
球
防
衛
軍
の
一
同
が
平
和
の
た
め
に
戦
う
決
意
を
改
め
て
固
め
て
、

未
来
へ
の
覚
悟
を
示
す
雰
囲
気
で
カ
メ
ラ
が
上
空
後
方
へ
遠
ざ
か
っ
て

い
く
。

（
終
わ
り
）
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